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  開催⽇   ︓ 2025年10⽉18⽇(⼟)（⽇本時間）
  ⽇本時間 :  19:00 - 21:00

フィリピン  : 18:00 - 20:00

   開催場所 :   オンライン
   ミーティング ID    :   859 5419 5656 (Zoom)
   パスコード            :   529015
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総会 参加者 (敬称略、卒業年代順)

No. ⽒　名 卒業年 所属セクション 経験業種/職種 現住所 総会
1 越智恵⼦ 1969 会話 塾経営 兵庫 ○
2 根来繁雄 1970 ーーー 化学 千葉 ○
3 重成美雪 1975 社会学 教員 北海道 〇
4 北尾妙⼦ 1975 ディスカッション 旅⾏/塾経営 千葉 〇
5 岸⽥茂 1978 政経 航空 愛知 ○
6 ⽔野明洋 1978 政経/ディスカッション ⾃動⾞/旅⾏ 東京 〇
7 杉本洋之 1979 政経 教員 奈良 〇
8 ⽥中博之 1981 ディスカッション 運輸（国際物流)/ 電機 神奈川 ○
9 ⼭下純⼀ 1982 ディスカッション 教員/⼩売業 東京 〇
10 松井茂哉 1982 ディスカッション 英語教育事業 ⼤阪府 〇
11 ⽥坪紀美 1984 歴史 教員 ⼤阪 〇
12 丸⾕⼀也 1985 ディスカッション 電機/モーター/医療 ⼤阪 〇
13 中塚裕⼰ 1992 政経/ディベート 銀⾏ フィリピン 〇
14 与⼗⽥将也 1997 ディスカッション 教員 兵庫 〇
15 中務拓哉 2012 ディスカッション 運輸（国際物流） 神奈川 〇
16 常深蓮太郎 2025 OCS ⼤学院 ⼤阪 〇
合計 16名

hiroyukitanaka
テキストボックス
郵船ロジスティクス/NEC日本電気
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１．開会挨拶・参加者紹介・議事 会⻑    ⽔野 明洋

 2．審議議案 (1)（3）(4)はそれぞれ質疑応答/意⾒/採決

      (1) 2025年度レビュー 事業活動全般            会⻑      ⽔野 明洋
   財務・会計      副会⻑   重成 美雪

監査結果  監査役 ⽥坪 紀美

      (2) EFEL会員向けアンケート結果報告  実⾏委員 ⽥中 博之

(3)  2026年度計画     事業活動全般 会⻑       ⽔野 明洋
- 主な課題と対応
- ⾕本杯⼤会継続課題

     活動推進・広報      副会⻑    ⼭下 純⼀                                  
企画・総務        副会⻑    松井 茂哉
会費電⼦決済導⼊     実⾏委員 ⽥中 博之

  (4）2026年度予算計画  財務・会計               副会⻑     重成 美雪

3. その他 ①創部60周年記念イベント  会⻑   ⽔野 明洋
②会⻑からのお願い
③今後のスケジュール

     4. 閉会挨拶           副会⻑    ⼭下 純⼀

EFEL総会 式次第
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2025年度 事業活動レビュー
（24年10⽉〜25年9⽉）

ESS現役⽣に寄り添ったサポートは成果あり‼

【課題】 EFEL/ESS向けに有意義で役に⽴つイベント企画
 積極的にイベント参加して頂ける会員拡⼤出来ず

会⻑ ⽔野 明洋
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2025年度 事業活動レビュー 《EFEL会員向け》

評価 活動内容 実績 及び 【未達原因】

〇 外⼤同窓会本部/各⽀部懇親会などの機会
を活⽤したEFELイベントの開催 外⼤⽀部同窓会の総会・懇親会時に、EFEL懇親会同時開催

▲ 各ブロック(地域) 及び年代別実⾏委員会議
ブロックリーダー会議は実施出来たが、年代別実⾏委員と
の会議は設定出来なかった。
【▲ 原因】 迷惑⾏為案件とその対応で時間取れず

▲ 積極的にイベント参加して頂ける会員拡⼤
イベント参加して頂ける会員拡⼤出来ず
【▲ 原因】 名簿の整理や未登録者へのリーチアウトが不⼗分

会員参加意欲をそそる魅⼒ある企画不⾜

〇 広報対象領域 拡⼤と掲載情報の質向上
インタビューメンバー拡⼤

EFEL会員への現役活動理解促進の為、
ESS現役 役員のインタビュー記事掲載

〇 名簿連絡網⾒直し
EFEL公式LINE導⼊トライアルスタート
＊25年８⽉より公式LINE機能を使って名簿管理準備
本格導⼊は2026年度より導⼊、詳細は2026年事業計画で説明

ー 迷惑⾏為案件とその対応 コンプライアンスチーム結成
＊楽しいEFELにする為にチーム 25年8⽉よりスタート
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2025年度 事業活動レビュー 《ESS向け》

評価 サポート内容 実績

〇 継 対⾯でのESSとの交流会実施 ホームカミングディーに合わせて開催
【開催⽇】 24年10⽉26⽇ 【参加者】 ESS:18名,EFEL:28名

〇 継
第57回⾕本杯争奪全⽇本学⽣
英語弁論⼤会運営サポート及びスピーチ指導
【第57回⾕本杯開催⽇】24年12⽉1⽇

第57回⾕本杯向けてスピーチ教室実施
【講師】 杉本洋之/⽥坪紀美/重成美雪/北尾妙⼦さん
【開催回数】︓20回 【参加者】︓延べ40名

◎ 継 新⼊部員獲得サポート EFELがESS役員メンバーと連携して新⼊部員獲得⼤作戦
展開 ＊25年５⽉時点 ⼊部実績23名

◎ 新 ドラマ発⾳中⼼に演劇指導 ESSドラマSECTIONより要望あり、発⾳中⼼に演劇指導
【講師】 外部 【開催⽇】 25年9〜10⽉ 【開催回数】8回

〇 継 異⽂化コミュニケーション座談会 EFEL⽶国在住/⽇本メンバーwith ESS現役⽣
【開催⽇】 24年９⽉15⽇ 【参加者】 ESS:3名,EFEL:9名

ー 継 ESS内アメリカ留学希望者との座談会
TOEFL勉強会

今年度はESS側からの要望が無い為、未実施

継︓継続 新︓新規



Everlasting Friendship through English Language

財務・会計領域  
2025年度 予実レビュー

財務・会計担当副会⻑ 重成 美雪

2025年10⽉18⽇
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ʻ25年度 年会費 及び 寄付⾦ 収⽀報告

このページの問い合わせは、役員会議メンバーまで連絡下さい
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ʻ25年度 EFEL基⾦  収⽀報告

このページの問い合わせは，役員会議メンバーまで連絡下さい
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ʻ25年度 EFEL基⾦  収⽀報告 補⾜説明資料

このページの問い合わせは、役員会議メンバーまで連絡下さい
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EFEL基⾦寄付⾦ご協⼒のお願い
⾃  2024年10⽉ ⾄ 2025年9⽉

＜寄付⾦内訳＞

   
○⽀出 2025年度まで継続されている主な実績
⾕本杯⼤会運営費⽤⽀援 30,000円
⾕本杯準優勝贈呈⾦ 8,000円
⾕本杯スピーチ指導コーチ代⾦ 5,000円×2名＝10,000円
⾕本杯⼤会代表者派遣交通費 2,500円
ESS卒業祝い⾦  11,000円
合計  61,500円

○2025年度よりドラマ指導料追加⽀出
ドラマ演劇指導コーチ代⾦

トライ費⽤ 25年度のみ 3,000円
本格指導 3,000円×8回＝24,000円
延⻑指導 2時間30分 ＝ 5,000円 ※費⽤発⽣は26年度
交通費（東京⇔枚⽅） 30,000円 ※費⽤発⽣は26年度
合計 62,000円

 

現時点の通帳残⾼は約19．6万円です。 引き続き皆さんからの寄付⾦をお願い致します
25年度の⽀援費⽤⽀出合計は約12，3万円です

【EFEL基⾦専⽤ 振込⼝座】
   ⾦融機関  ︓  三井住友銀⾏ 枚⽅⽀店 

店番 ︓ 158
⼝座  ︓  普通預⾦

    ⼝座番号 ︓ 4727175
    名義        : エフェル、カイケイ
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財務残⾼ 〜2025年9⽉30⽇現在〜

このページの問い合わせは、役員会議メンバーまで連絡下さい



Everlasting Friendship through English Language

EFEL会員向けアンケート結果報告

活動推進・広報担当 実⾏委員 ⽥中 博之

2025年10⽉18⽇
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EFEL会員アンケートの結果報告 ＜概要＞

回答率︓41%  (45/110)
期間︓2025年9⽉〜10⽉

1.EFELの活動についての満⾜度は⾼い

2.活動では、「宴会・懇親会」より「講演会・座談会」
期待が⾼い

3.懇親会の頻度は年間1~2回が望ましい

4.懇親会費⽤は平均¥5,000だが妥当だと思っている

5.EFEL年会費は現状の¥1,000が妥当だと思っている
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EFEL会員アンケートの結果報告 ＜EFEL活動 (1)＞

EFEL年間活動に90%超が満⾜

役員会活動に85%が満⾜
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有識者や専⾨家を招いての講演会や座談会等の活動に関⼼がある

EFEL会員アンケートの結果報告 ＜EFEL活動 (2)＞



17/50懇親会の頻度は年に1~2回、費⽤は¥5,000程度

EFEL会員アンケートの結果報告 ＜懇親会＞
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現在の年会費¥1,000は、活動内容に
⽐べて妥当であり、¥1,000-¥2,000が
許容範囲である

EFEL会員アンケートの結果報告 ＜年会費＞
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デジタル活⽤による情報共有や省⼒化を進めるための検討
現在役員会で検討しているデジタル化案件
1.EFEL公式LINEによる情報の素早い伝達
2.会費や寄付⾦の⽀払をデジタル化して⽀払の⼿間を軽減

EFEL会員アンケートの結果報告 ＜期待される活動＞
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2026年度 事業活動計画
（25年10⽉〜26年9⽉）

会⻑ ⽔野 明洋

⽬標︓ 活動に積極参加頂けるEFEL会員の拡⼤。
ESS部員の寄り添い＋部員の要望を把握し、
それに基づいた⽀援。
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提案者 25年度 課題 26年度 対応

■ 会員拡⼤と名簿連絡網⾒直し
組織上空⽩(60％)となっている年代別実⾏委員の選出と
各年代別の会員の増員を図り、EFEL会公式LINEを利⽤
して連絡網の⾒直し

■ ♦ 会員参加意欲をそそる魅⼒ある企画不⾜ 会員からの要望を聞いて興味を主体とした交流会/講演会
/座談会等のイベントを企画 ＊ウェブアンケート調査実施

■ ♦ 若い世代(20〜40代）の参画不⾜ 若い⼈達のステップアップ 及び キャリアアップ等に
役⽴つ企画⽴案  ＊ウェブアンケート調査実施

■ ♦ 役員と各ブロック/年代別実⾏委員との
コミュニケーション不⾜

各ブロック/年代別実⾏委員との会議設定
               ＊参加できる⽇程で⼩グループに分け、情報交換

■ ♦ HPに加えたSNSの活⽤不⼗分 EFEL公式LINE導⼊、Facebook等活⽤

■
ESS部員からの要望確認が⼗分できなかった
＊スピーチ教室は開催出来たが、 就職相談会・留学前
準備座談会は開催できず

ESS部員の寄り添い対⾯で要望を確認し、その要望に基づき
各種教室・相談会・座談会の開催
経験豊かなEFEL会員から幅広く指導者/講師を募る

EFEL会の主な課題と26年度の対応
役員会議及び実⾏委員会議を受けて、26年度各領域の事業計画に反映

■役員会議メンバー ♦実⾏委員
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セクション 1回⽣ 2回⽣ 3回⽣ 4回⽣ 合計
ACES 11 3 3 4 21

ディスカッション 7 4 2 2 15
スピーチ 0 4 1 1 6
ドラマ 3 3 3 1 10
合計 21 14 9 8 52

[1] ESS部員数 合計51名（6/5時点）
※⼊部実績23名︓

3回⽣:   1⼈ (ドラマ)
 2回⽣:   1⼈ (ドラマ)

1回⽣: 21⼈

[2]⾕本杯⼤会継続課題とEFEL会で出来ること
。

⾕本杯⼤会継続課題 EFEL会で出来るサポートとは︖

1

①今年度のスピーチSECTION新⼊部員は『0』。
毎年秋に開催しているESS主催の『⾕本杯争奪全⽇本学⽣英語弁論⼤会』＝⾕本
杯は1971年からスタートして、今年は58回になります。半世紀を超えるこの⾕本杯は、
⽇本では5本の指に⼊ります。今までは、スピーチSECTION主体に運営してきましたが、
ESS全体のイベントとして開催を継続が必要

②⾕本杯のESSからのスピーカーはスピーチSECTION及び新⼊部員(1回⽣)に限定
する事なく、ESSの他SECTION及び2/3/4回⽣の参加が必要、状況に応じては
ESS以外の関⻄外⼤⽣への呼びかけが必要

★現役⽣の⾃主性を尊重しながら、
⾕本杯⼤会運営サポートを継続

(例)①準備/当⽇運営ポイント説明
②⼤会運営費⽤継続⽀援
③スピーカー選出サポート
④スピーカー指導

来年度のスピーチSECTION
新部員勧誘サポート

ACES:＝Awesome club with events and stuff

⾕本杯⼤会継続課題とEFELからのサポート

6/18 ESSスピーチSECTIONリーダーより、ESSからのスピーカ―参加『0』の為、今年度の⾕本杯開催中⽌したいとの相談あり。
その後、EFEL役員側も調整に⼊り、何とか2名(3回⽣) から参加しますとの連絡あり、第58回⾕本杯は12⽉14⽇開催予定。

※ 10/８までの動き



Everlasting Friendship through English Language

活動推進・広報領域  
2026年度 事業計画

活動推進・広報担当 副会⻑ ⼭下 純⼀

2025年10⽉18⽇
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26年度活動推進・広報領域事業計画

HPやSNSを通して魅⼒ある情報発信を⾏い、EFEL会をより⾝近に感じてもらうための仕組みづくり

課題・取組⽬標 取組みポイント

１
海外/国内各ブロックでの
オンライン交流会、懇親会を通じた活動広報

◆海外/国内各ブロック開催イベントの発信拡⼤

２
題材に捉われないOBOGならではの個別の

活動ピックアップ・近況なども発信

◆若い世代の興味も引ける内容や趣味などの領域における
 ノウハウ・体験に関する投稿発信

(注)営利を⽬的としない、団体活動などの情報に
限る

３ HPへの誘導⇔SNSの相互有効活⽤ ◆世代に合わせたSNSツール(EFEL公式LINE)の
有効活⽤

4 各種イベント毎のアンケート取りと結果の発信
◆アンケート主旨︓
 会員が、より参加し易い内容やタイミングで実⾏
 出来るイベントサーチ →⽬指すは参加者数増

来年度のESS創部60周年を好機とし、ESSとEFEL会の伝統とつながりを未来へとつなげる働きを⼼がけます



Everlasting Friendship through English Language

企画・総務領域
2026年度 事業計画

企画・総務担当 副会⻑ 松井 茂哉

2025年10⽉18⽇
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より価値ある活動 次年度の「より価値ある活動」に向けた課題 新規含めた活動⽬標

1 会員への活動参加
促進要請

①EFEL会HPに加えた、EFEL公式LINEの
活⽤

②ｵﾝﾗｲﾝ交流会、懇親会を通じた活動広報が必要

①『EFEL通信』継続刊⾏
②EFEL公式LINE導⼊でタイムリーなPR
③地域別/年代別実⾏委員からもイベント参加PR

2
名簿の拡充

①同年代＋上下2年の知⼈、旧友にリーチアウト、
 等の⼿法で名簿を拡充し、参加を促すこと必要

②EFEL公式LINEで連絡先など会員情報の
アップデートが必要

①各実⾏委員の協⼒をもらい、EFEL公式LINE
 を使って年代別会員登録情報を拡充

②組織上空⽩となっている年代別実⾏委員欄で
 アクティブに動ける委員を選出（次ページ参照）
＊各ブロック/年代別実⾏委員との情報交換

3

年代別、地域別、
異業種等の交流会
への積極的参加を
促進

魅⼒的活動促進

①⼩規模でも年代別、地域別、異業種間の
交流会等の機会を増やすことが必要

②異業種間交流会やオンラインでの勉強会等、
会員参加意欲をそそる活動増が必要

①若い世代にも魅⼒ある企画を設定
 ＊若い世代(20〜40代)のステップアップ 及び

キャリアアップ等に役⽴つ企画⽴案
 ＊ウェブアンケート調査実施
②会員からの要望を聞いて興味を主体とした交流会

/講演会/座談会等のイベントを企画
＊ウェブアンケート調査実施

⽬標継続︓会員にとってより価値のある活動創造、会員登録の拡充、更なる会員参画の促進
【企画・総務】EFEL会活動の活性化と価値創造
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組織表 2025年度 年代別実⾏委員
◆30/56名空⽩(約54％）となっている欄にアクティブに動ける実⾏委員の選出が必要。
◆皆さんから、年代別実⾏委員の推薦をお願い致します。

【企画・総務】

(敬称略)
実⾏委員　（年代別） 新規メンバー 空⽩年 歴代ESS部⻑

越智　惠⼦ 1969年 兵庫県 根来繁雄　
1970年 (根来繁雄）　
1971年 野⼝定幸
1972年 余崎洋⼀
1973年 神⼭義若
1974年 中川隆司/東南元明
1975年 ⽮吹和夫

渡嘉敷　良⼀ 1976年 千葉県 渡嘉敷良⼀
柿崎　紀明 1977年 神奈川県 脇⾕和夫
江並　啓治 1978年 ⼤阪府 ⽔野明洋
杉本　洋之 1979年 奈良県 吉川佳孝

1980年 藤沢央明
1981年 ⽥中博之

⼭下　純⼀ 1982年 東京都 ⼭下純⼀
細川　幸治 1983年 アメリカ 細川幸治
⽥坪　紀美 1984年 ⼤阪府 吉⽥昌則
丸⾕　⼀也 1985年 ⼤阪府 丸尾明公/松尾健三
井端　義⼈ 1986年 神奈川県 井端義⼈

1987年 牧博則
1988年 渡辺功

仙台　謙三 1989年 ⽯川県 仙台謙三
⻑嶋  俊樹 1990年 ⼤阪府 ⽶⽥寿郎

1991年 松原忠典/渡辺弘⼀
中塚　裕⼰ 1992年 東京都 中塚裕⼰/平井孝⼆

1993年 南乃予
1994年 野崎泰弘/鈴⽊雄⼆

斎藤　周⼀ 1995年 茨城県 斎藤周⼀
国⽣　⼤作 1996年 埼⽟県 国⽣⼤作
与⼗⽥　将也 1997年 兵庫県 ⼭崎　晃
家中　潤 1998年 福岡県 野⼭太郎

1999年 名和秀紀

実⾏委員　（年代別） 新規メンバー 空⽩年 歴代ESS部⻑
2000年 吉⽥崇之

稲垣　晋介 2001年 岡⼭県 ⽩川由美⼦
2002年 ⽯井隆
2003年 ⼩⼭博之
2004年 ⼩⽥政和
2005年 井上英樹
2006年 ⽥儀賢司
2007年 ⾦⾕真希⼦

布川　俊明 2008年 滋賀県 ⽥中貴章
2009年 (賀儀⼭泰志)
2010年 松本綾那

賀儀⼭　泰志 2011年 岡⼭県 賀儀⼭泰志/⾼橋裕紀
森⼭　翔太 2012年 ベトナム 森本和明

2013年 堀⽥沙織
2014年 中島⼩百合
2015年 今井佑美
2016年 志佐直⼦

鈴⽊　真由 2017年 東京都 堤野紘明/鈴⽊真由
2018年 鈴⽊真由
2019年 樋⼝智⼰
2020年 北重由珠穂
2021年 ⼭中賢⼀

森　美⽉ 2022年 三重県 共⽥成志
堀井　梨紗 2023年 京都府 堀井梨紗
⽶澤　優貴 2024年 ⼤阪府
島原　京吾 2025年 ⼤阪府 袰川ひな

2026年 川名真由



28/50

活動 次年度の「より価値ある活動」に向けた課題 新規含めた活動⽬標

1 ESS側のニーズ
把握

25年度は、ESS側と要望確認出来ず、留学準
備座談会、就職/⾯接相談会開催『０』

① 中宮キャンパス対⾯でのESS部員との情報交換
② 相談しやすい環境作りをして、ESS会議メンバー
(1/2回⽣）とは別に3/4回⽣からも直接要望を確認

2 英語弁論⼤会
伝統ある第58/59回⾕本杯争奪全⽇本学⽣
英語弁論⼤会運営を継続する為の⼒強い
サポートが必要

① 2025年度のスピーチSec⼊部者は『０』であるが、
ESS組織で⼤会運営を継続できるようにサポート

② 伝統ある⼤会継続のため、
基⾦⽀援３万円(トロフィー＆プライズ)を継続

3 留学準備⽀援
就職活動⽀援

⽔嶋直樹/⻑森好美さんに加え、他EFEL会員
からの講師が必要
留学・就活ノウハウに⽌まらず、進みたい業界の
話を聞ける相談会、先輩との直接⾯談など

① 留学準備座談会、就職/⾯接相談会は準備するが、
他EFEL会員から追加講師を幅広く募る

② ESSの要望を確認して国内外の業界毎の就職相談
チームを編成

【企画・総務】ESSへの⽀援・外⼤同窓会イベント参加推進

EFEL会員に関⻄外⼤同窓会主催懇親会への積極的な参加を呼びかけ、懇親会後にEFEL会員⽤イベントを企画して親交を深める

【1】 現役⽣からの要望に応える形で、より現役⽣にとって価値ある活動を推進。

【2】 関⻄外⼤ 同窓会イベントへの参加呼びかけ
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EFEL公式LINE導⼊

情報伝達スムーズ化、スマホからの年会費・寄付⾦の基⾦電⼦決済及び最新名簿
管理が効率的に出来るように、公式LINEアカウントを10⽉25⽇から導⼊します。

【EFEL公式LINEアカントで具体的に出来る事】
①メニューに、『電⼦決済』を導⼊。 クレジットカードや Pay Payなどの複数の決済
⽅法が可能。今後は郵便局/銀⾏に⾏くことなしで、 簡単にスマホから年会費/
寄付⾦の振込ができます。 ※Pay Pay決済を申請済みで承認待ち

②EFEL会員の⽅が、EFEL公式LINEに⼊って頂く時に登録をお願いする事により、
最新連絡先情報が管理出来る事となります。

③メニューとして、現在HP・Facebook及びESSインスタグラムを⾒れるように設定。

④Googleフォームを添付してアンケート調査可能

⑤⼀⻫LINE連絡する事ができます。
第3者に分からないように個別に管理者と会員との２－WAYでコミュニケーションもできます。
最初のステップとして費⽤が発⽣しないフリープラン（⽉額費⽤: 0円、無料メッセージ通数: 1,000通まで）

EFEL公式LINE
スマホ画⾯



Everlasting Friendship through English Language

会費・寄付⾦の電⼦決済導⼊について

活動推進・広報担当 実⾏委員 ⽥中 博之

2025年10⽉18⽇
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人数 金額

2018年 2019年 2020年 2021年 2022年 2023年 2024年 2025年
人数 11 17 7 33 34 3 21 21

金額 ¥56,000 ¥42,000 ¥32,000 ¥146,000 ¥96,056 ¥12,000 ¥80,909 ¥58,000

・年によって、納⼊⼈数が⼤きくばらけている
・⼀⼈1,000円のはずが・・・⾯倒だからと、複数年⼀括払いが多い

EEEL会費納⼊推移

※①⾦額には寄付⾦含まず
※②2023年度は会計年度
⾒直しで6ケ⽉間のみ

※①

※②
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懇親会受付時の⼿渡し 銀⾏振込 海外からの送⾦

・受付事務に時間がかかり
懇親会の開会が遅れる
・複数年⼀括払いを誘発し
会計事務が複雑に

・ATMまで⾜を運ばねば
ならず⾯倒くさい

・送⾦⼿数料が⾼額
・送⾦⼿続きが⾯倒
・為替差損益

ワンストップで⼿軽に振り込めて、⼿数料の安い⽅法が必要

現在の集⾦⽅法
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⽇本に居住する会員 海外に居住する会員

インターネット決済代⾏会社

EFEL⼝座

クレジットカード

⼿数料3.6%+α =¥1,000の振込で¥37~¥40

改善される点
・スマホやPCで決済できる
・⽀払った会員がすぐ分かる
・いつでも振込可能
・簡単な操作

電⼦決済の導⼊
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こちらを
タッチ

PCやスマホでお⽀払い頂くと、
1. 連絡先のメアドへ領収書が届きます。
2. 連絡先の携帯電話番号へ納⼊通知がSMSで届きます。
3. カード番号を⼊⼒
4. お住まいの郵便番号、ご住所=電⼦取引法により必須

EFEL公式LINEで会費徴収のお願いが届きます。 年会費

EFELへの寄付

年会費は¥1,000で固定です。
毎年お⽀払いください。

⾦額を⼊⼒してください。
できるだけ、¥1,000以上で
お願いしております。

電⼦決済の実際
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ネット詐欺が⼼配
電⼦決済なんか絶対イヤだ︕
10年分まとめて払ったぞ︕

従来通りの⽅法でも決済が可能です。
複数年⼀括払いの管理は継続されます。

電⼦決済導⼊の⽬的

わざわざ出かけなくても、PCや
スマホで簡単にいつでも送⾦できる

会費納⼊率を引き上げる お⽀払い頂いている会員の
裾野を広げる

EFELのサステナブルな成⻑のために
会費や寄付は、とっても重要です。

電⼦決済のお願い
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お⼀⼈、お⼀⼈のご理解とご協⼒で、楽しく、未来の開けた、そんな同窓会になれば
いいですね︕︖
懐かしい顔を⾒ながら、乾杯できる機会を続けるために・・・永遠の友情のために・・・

ご案内の最後に



Everlasting Friendship through English Language

財務・会計領域  
2026年 予算計画

財務・会計担当 副会⻑ 重成 美雪

2025年10⽉18⽇
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ʼ26年度 年会費 及び 寄付⾦ 予算計画 【財務・会計領域】

このページの問い合わせは、役員会議メンバーまで連絡下さい
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その他

会⻑ ⽔野 明洋

①60周年 記念イベントについて
②会⻑からのお願い
③今後のスケジュール
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ESS創部60周年記念イベント開催の意義と狙い

意義 狙い

１ 歴史と伝統の振り返りと祝賀
◆当節⽬に、これまでの歴史と伝統を振り返り、その成果を祝う機会
◆⻑い年⽉で培われた活動やメンバーの成⻑、積み重ねられてきた経験を
 共有することで、EFEL/ ESSの存在意義を再確認する

２
ESS現役メンバーとEFEL会員
との絆の強化

◆ESSメンバー/EFEL会員の貴重な交流の場
◆EFEL会員からは、活動当時の経験や社会経験⾯のアドバイスが現役に
 とって⼤きな学びとなり、ネットワーク構築や世代間の繋がりを強める

３ 活動内容のアピール ◆EFEL/ESSの活動を通して、外部に発信する絶好の機会
◆これにより、EFEL/ESSの知名度アップを図り、新たなメンバー募集に繋げる

4 次世代への引き継ぎ
◆当節⽬を機に、これまでの成果を次世代に引き継ぎ、さらに新しい活動の
 ⽅向性を⽰す機会
◆変化する社会や国際情勢に対応し、今後のEFEL/ESS活動をどう発展
 させていくかを考える場とする

5 EFEL/ESS其々のビジョン
の再確認

◆EFEL/ESS 其々のビジョンを再確認する
◆これにより、活動へのモチベーションを更に⾼め、⽬指す⽅向が明確にする
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ESS創部60周年記念イベントと検討メンバー
活動内容 実⾏案 対応 リーダー 委員

ESS創部60
周年記念祝
賀会

・関⻄外⼤ホームカミングデーに合わ
せ、EFEL会として祝賀会を開催
・当⽇の場所、時間、招待客等の実
施については委員会にて⽴案
祝賀会・懇親会会場︓
カンデオホテルズ⼤阪枚⽅

祝賀会は学祭⽇程に
合わせて開催:
2026年10⽉24
⽇(⼟）⼜は10⽉
31⽇(⼟）のいずれ
かの⽇
2026年１⽉頃確定

松井茂哉
(1982年）
サブリーダー
与⼗⽥将也
(1997年)

越智恵⼦(1969年)  北尾妙⼦(1975年）
柿崎紀明(1978年）岸⽥茂(1978年) 
仙台謙三(1989年)  稲垣晋介(2001年）
中務拓哉(2012年）⻑森好美(2023年)
⾕岡希世貴(3回⽣）藤岡亮哉(2回⽣)

ESS創部60
周年記念誌
発⾏

ESS創部50周年記念誌に追記、拡
充しESS創部60周年誌を発⾏し、
HPに掲載して全EFEL会員が閲覧
可能とする

ESS創部60周年記
念誌委員会を設⽴し、
刊⾏に当たる

⽔野明洋
(1978年）
サブリーダー
⻲⽥真⼆
(1989年)

与⼗⽥将也(1997年) 家中潤(1998年）
布川俊明(2008年)    堀井梨沙(2023年）
⽶澤優貴(2024年）  佐藤真花(2回⽣)
藤岡亮哉(2回⽣) 
サポート︓本出良⼀(1972年）

EFEL基⾦名
称変更及び
⽀援内容検
討

・現役 ESS 活動を中⻑期的に⽀援
する為の「EFEL 基⾦」➡「ESS⽀
援基⾦」等の名称変更検討
・基⾦と⾔う名称に相応しい⽀援内
容検討

既存基⾦運営委員
会で検討

⽔野明洋
(1978年）
サブリーダー
重成美雪
(1975年）

EFEL基⾦運営メンバー
松井茂哉(1982年）
⼭下純⼀(1982年）
⽥中博之(1981年）
与⼗⽥将也(1997年)
サポート︓根来繁雄(1970年）

特別イベント
企画

①⽇本各ブロック合同交流会と観光
ツアー（横浜・名古屋・神⼾にてラン
チとクルーズ）26年5⽉
②⽇本/アメリカブロックとのLAでの
交流会と野球観戦ツアー26年4⽉

特別イベント企画後
にイベント毎の実⾏
委員会を設置して対
応

⽔野明洋
(1978年）
サブリーダー
杉本洋之
(1979年）

⼭下純⼀(1982年)
野々⼭浩代(1981年）
与⼗⽥将也(1997年）

敬称略
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ESS創部60周年記念特別イベント(案）
【横浜中華街で本格的な中華昼⾷懇親会と

船上で優雅なティータイム】
〇開催⽇程︓2026年5⽉16⽇(⼟)
○会費︓約8,400円
〇スケジュール
♦11:10 横浜中華街萬珍樓本店集合
♦11:30〜13:30
昼⾷懇親会（ESS創部60周年記念）
@横浜中華街萬珍樓本店
料理費⽤4,400円朱雀コース（税サ込み・飲み物除く）
広東料理の⽼舗・萬珍樓で本格的な中華を楽しむ
♦14:00           
横浜⾚レンガ倉庫集合
♦14:30〜15:30  
ティータイムクルーズ★“マリーンルージュ号★料⾦:4,000円
※横浜港の素晴らしい⾵景を船上から⾒ながら、ゆったりと流れる
時間の中で癒される⼀時をご⼀緒に楽しみしょう︕
♦15:30〜16:30  
横浜⾚レンガ倉庫散策後解散

【ロサンゼルスでの⽇⽶ブロック交流会と
ドジャーズ野球観戦ツアー】 

2026年
4 ⽉23⽇(⽊） 11〜20 時 東京/関⻄発（⽇本チーム） 
4 ⽉24⽇(⾦)    6〜14 時 LA 空港着（⽇本チーム） 

18 時〜カブス戦＠Ｄ・スタジアム 
4 ⽉25⽇(⼟)    AM   LA 市内観光 

LA 空港着（⽶国チーム） 
16 時〜  懇親会＠野々⼭さん宅 

4 ⽉26⽇(⽇）  13 時〜  カブス戦＠Ｄ・スタジアム 
PM   LA 空港発（⽶国チーム） 

18 時〜  ⼣⾷会 *宿泊される⽅のみ 
4 ⽉27⽇(⽉）   全⽇    ⾃由⾏動⼜はワイナリー訪問 
4 ⽉28⽇(⽕）   9〜15 時  LA 空港発（⽇本チーム） 
4 ⽉29⽇(⽔） 14〜19 時 東京/関⻄着（⽇本チーム）   

国内イベントは神⼾・名古屋地区でも開催検討中 アメリカツアー参加者募集中
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① 懇親会等における現役⽣への対応について
② 個⼈的なESS活動への参加について

EFEL会⻑からのお願い

25年6⽉臨時
総会説明資料
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①懇親会等における現役⽣への対応について
何気ない仕草が思わぬ誤解（セクハラ）を⽣んでしまいます。
特に︓

握⼿
社会⼈としては当たり前の挨拶ですが、
⻑すぎると微妙です。

ハグ
欧⽶では当たり前の仕草ですが、
いきなり年⻑者にされると、驚き
ます。

お酌
無理についでも、要求しても、嫌な
ものは嫌です。相⼿は未成年かも
しれません。⾃分のお酒は⾃分で。
双⽅了解なら、素晴らしいコミュニ
ケーションツールです。

昭和は遠く、なりにけり・・・
はい︕そうです︕
哀しいですが、昭和はすでに遠くになったのです・・・
昭和も平成も、気持ちよく、楽しくやりましょう︕

25年6⽉臨時
総会説明資料
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②個⼈的なESS活動への参加について

アポイントメントは、⼤⼈の常識ですよね︖
ESSは、⽇々、部員達のスケジュールで活動しています。
いきなりのOB訪問は、かなり驚きます。
“誰この⼈︖” “なんで来てんの︖” “何か変なこと⾔ってらぁ”
その他、たくさんの︖︖︖︖
ましてOBだと分かると、対応に困惑してしまいます。

そんなOB諸⽒のお⼒になるべく、EFEL役員に問い合わせて
頂ければ、現役への説明、紹介、アポまでお世話します。

でも思い出して!
⾃分達が現役の学⽣であった時、突然訪ねてくる
おじさん、おばさん達に困惑しましたよね︖
そういう所は、今も昔も変わっていません。
概ね、迷惑です。学祭だけにしてください

25年6⽉臨時
総会説明資料
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そこで提案です︕

EFELにコンプライアンスチームを作りましょう︕

1. 何か不審、こんなんありなん︖規約違反ちゃうのん︖
そういうのが⽬に付いたら、HP通じて是⾮チームに連絡してください

2. 「こないだのコンパであんなん⾔われた」
「こんなん、された」 「いくらなんでも、⽬に余る」
そんな事があったら、ご相談ください。

みんなでルールを守って、楽しいEFELにしましょう︕
頼りはみなさんの「常識」です。
でも「常識」は、⼈によって⾊々です。
だからこそ、チームを作って、考えていきましょう。

臨時総会でご賛同いただければ、役員会で早速、チームをお願いするメンバーを募集、
ないしは指名させて頂きますので、ご協⼒をよろしくお願いします。

25年6⽉臨時
総会説明資料
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コンプライアンスチーム結成
EFELにコンプライアンスチームを作りましょう︕

1. 何か不審、こんなんありなん︖規約違反ちゃうのん︖
そういうのが⽬に付いたら、HP通じて是⾮チームに連絡してください

2. 「こないだのコンパであんなん⾔われた」
「こんなん、された」 「いくらなんでも、⽬に余る」
そんな事があったら、ご相談ください。

みんなでルールを守って、楽しいEFELにしましょう︕
頼りはみなさんの「常識」です。
でも「常識」は、⼈によって⾊々です。
だからこそ、チームを作って、考えていきましょう。

臨時総会でご賛同いただきました。公募しましたが、応募がなかった為、
以下の⽅に25年8⽉よりスタートでお願いする事になりました。
メンバー︓委員⻑︓松井茂哉(1982)

 委員︓ 越智恵⼦(1969)、⽥坪紀美(1984)、⻄⽥依⼦(1984)
久野展⼦(1984)、常深蓮太郎(2025)
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［10⽉25⽇(⼟)］ ホームカミングデー ＊外⼤同窓会イベント
12:40̶14:30 懇親会 (昼⾷) 

＠外⼤中宮キャンパス厚⽣南館
14:40̶15:30 EFEL交流会

＠外⼤1号館3階 1317教室
 15:45̶16:30 ESSドラマ観劇  

＠外⼤5号館マルチメディアホール
17:00-- EFEL/ESS懇親会(⼣⾷)

受付スタート
17:30̶19:30 懇親会 (⼣⾷) 

@がんこ寿司枚⽅店
［12⽉14⽇(⽇)］ EFEL役員/新ESS会議メンバー顔合わせ

［10⽉25/26⽇］ 外⼤祭 (ESS主催ドラマ上演）
                          ＠外⼤5号館マルチメディアホール
［12⽉1⽇］  新会議(役員)メンバー活動スタート
［12⽉14⽇］  第58回⾕本杯争奪

全⽇本学⽣英語弁論⼤会
                       ＠外⼤中宮キャンパス ICCホール
 【12⽉］   クリスマスイベント
［2⽉］   引退式
［3⽉］ 春合宿

 送別会（卒業式後のイベント）
［4⽉］ 新⼊部員勧誘活動スタート

EFEL主なスケジュール

今後のスケジュール

ESSスケジュール
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10/25 交流会・ミュージカル鑑賞・懇親会 参加予定者

10/18時点の参加予定者
EFEL交流会︓19名
ミュージカル鑑賞︓20名
懇親会︓20+2(ESS)=22名

イベント参加希望される⽅は,
まだ間に合いますので⽔野ま
で連絡下さい。

(敬称略、卒業年代順)EFEL会員

No. ⽒　名 卒業年 所属セクション 経験業種/職種 現住所 ミュージカル鑑賞
15:45--16:30

グループ マルチメディアホール 座席グループ
1 越智恵⼦ 1969 会話 塾経営 兵庫 〇 A ○ 〇 1
2 本出良⼀ 1972 社会学 新聞社/ 広告 奈良 〇 A ○ 〇 1
3 森⽥浩⼆ 1975 政経 ⾦融 熊本 〇 A ○ 〇 1
4 重成美雪 1975 社会学 教員 北海道 〇 A ○ 〇 2
5 北尾妙⼦ 1975 ディスカッション 旅⾏/塾経営 千葉 〇 B ○ 〇 2
6 渡嘉敷良⼀ 1976 政経 翻訳 千葉 〇 B ○ X ー
7 川野仁⼠ 1976 社会学 商社 ⼤阪 〇 B ○ 〇 2
8 江並啓治 1978 ディスカッション 飲⾷業 ⼤阪 〇 B ○ X ー
9 岸⽥茂 1978 政経 航空 愛知 〇 B ○ X ー
10 ⽔野明洋 1978 政経/ディスカッション ⾃動⾞/旅⾏ 東京 〇 B ○ 〇 5
11 杉本洋之 1979 政経 教員 奈良 X ー X 〇 3
12 藤澤央明 1979 政経 物流 愛知 X ー X 〇 3
13 ⽥中博之 1981 ディスカッション 運輸（国際物流)/ 電機 神奈川 X ー X 〇 4
14 ⼭下純⼀ 1982 ディスカッション 教員/⼩売業 東京 〇 A ○ X ー
15 松井茂哉 1982 ディスカッション 英語教育事業 ⼤阪府 〇 C ○ 〇 6
16 ⽥坪紀美 1984 歴史 教員 ⼤阪 〇 C ○ 〇 6
17 安藤寿仁 1984 歴史 電機 愛知 〇 C ○ 〇 6
18 久野展⼦ 1984 ディスカッション 商社 ⼤阪 〇 C ○ X ー
19 ⻄⽥依⼦ 1984 ⽂学 通訳ガイド ⼤阪 〇 C ○ X ー
20 丸⾕⼀也 1985 ディスカッション 電機/モーター/医療 ⼤阪 △ C △ 〇 4
21 中塚裕⼰ 1992 政経/ディベート 銀⾏ フィリピン △ D △ ○ 4
22 与⼗⽥将也 1997 ディスカッション 教員 兵庫 X ー X 〇 3
23 久保⼤志 2003 ディスカッション 機械 兵庫 〇 D 〇 〇 3
24 布川俊明 2008 ドラマ 教員 滋賀県 ○ D ○ X ー
25 中務拓哉 2012 ディスカッション 運輸（国際物流） 神奈川 △ D ○ 〇 6
26 島原京吾 2025 スピーチ 運輸（国際物流） ⼤阪 △ D △ X ー
27 常深蓮太郎 2025 OCS ⼤学院 ⼤阪 〇 D ○ 〇 5
28 中村光裕 ーーー ESS顧問 関⻄外⼤学⽣課課⻑ ⼤阪 ー ー 〇 4
EFEL計 20名

〇︓参加　△︓調整中　ｘ︓⽋席 改訂⽇︓2025/10/18

EFEL交流会
14:40--15:30　 1317教室

⼣⾷懇親会
17:30--19:30
がんこ枚⽅店

19名 20名
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１．開会挨拶・参加者紹介・議事 会⻑    ⽔野 明洋

 2．審議議案 (1)（3）(4)はそれぞれ質疑応答/意⾒/採決

      (1) 2025年度レビュー 事業活動全般            会⻑      ⽔野 明洋
   財務・会計      副会⻑   重成 美雪

監査結果  監査役 ⽥坪 紀美

      (2) EFEL会員向けアンケート結果報告  実⾏委員 ⽥中 博之

(3)  2026年度計画     事業活動全般 会⻑       ⽔野 明洋
- 主な課題と対応
- ⾕本杯⼤会継続課題

     活動推進・広報      副会⻑    ⼭下 純⼀                                  
企画・総務        副会⻑    松井 茂哉
会費電⼦決済導⼊     実⾏委員 ⽥中 博之

  (4）2026年度予算計画    財務・会計               副会⻑     重成 美雪

3. その他 ①創部60周年記念イベント 会⻑   ⽔野 明洋
②会⻑からのお願い
③今後のスケジュール

     4. 閉会挨拶            副会⻑    ⼭下 純⼀

EFEL総会 式次第






